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聖
武
天
皇
と
行
基
和
尚 

世
界
は
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
生
活
や
考
え
方
の
変
化
に
対
応
す
る
日
本
人

の
柔
軟
さ
に
感
心
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。 

今
か
ら
約
千
三
百
年
前
、
七
二
四
年
に
天
皇
に
な

っ
た
聖
武
天
皇
は
、
二
つ
の
大
き
な
悩
み
事
が
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
は
皇
族
・
貴
族
の
争
い
ご
と
が
絶
え

な
か
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
飢
饉
や
伝
染
病
の
流

行
で
し
た
。
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
悩
み
、

何
度
も
遷
都
し
ま
し
た
。 

聖
武
天
皇
は
た
ま
た
ま
現
大
阪
府
柏
原
市
の
お

寺
で
民
衆
が
仏
像
を
一
生
懸
命
拝
む
姿
に
感
動
さ

れ
ま
し
た
。
乱
れ
た
世
の
中
を
正
す
た
め
は
仏
さ
ま

に
す
が
る
し
か
道
は
な
い
と
、
東
大
寺
の
大
仏
建
立

を
発
願
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

そ
れ
ま
で
は
天
皇
は
拝
ま
れ
る
存
在
で
拝
む
立

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
方
針
を
転
換

し
て
、
天
皇
ご
自
身
が
拝
む
立
場
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
以
降
、
全
国
に
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
を
多
く
建

立
し
、
仏
教
が
国
民
の
拠
り
所
と
な
り
ま
し
た
。 

大
仏
建
立
作
業
は
七
四
五
年
か
ら
始
ま
り
、
七
年

後
大
仏
に
魂
を
入
れ
る
儀
式
で
あ
る
開
眼
供
養
会 

   が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
百
万
人
の
人
々
が
大
仏
建
立

に
係
っ
た
よ
う
で
す
。 

大
仏
の
大
き
さ
は
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は

二
五
〇
ト
ン
（
人
が
四
千
ニ
百
人
分
）
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

さ
て
、
聖
武
天
皇
の
大
仏
作
り
に
協
力
し
た
お
坊

さ
ん
に
行
基
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
大
仏
作
り
の
責

任
者
と
な
っ
た
行
基
で
す
が
は
じ
め
は
朝
廷
か
ら

嫌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
橋
や
寺
を
造
り
、
病
人
に
は

薬
と
食
べ
物
を
与
え
る
な
ど
民
衆
の
手
助
け
を
し

て
い
て
人
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

し
か
し
、
大
仏
建
立
が
決
ま
る
と
朝
廷
は
行
基
を

頼
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
大
仏
作
り
に

は
多
く
の
民
衆
の
力
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
天

皇
は
民
衆
の
人
気
を
集
め
て
い
る
行
基
に
大
仏
作

り
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
行
基
に
大
僧
正
と

い
う
最
高
の
称
号
を
与
え
、
責
任
者
に
指
名
し
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
行
基
は
大
仏
完
成
を
待
た
ず
に
八

十
一
才
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
さ
に
時
代
は
違
い
ま
す
が
、
心
か
ら
の
疫
病
退

散
根
絶
の
思
い
と
世
界
の
平
和
を
願
う
気
持
ち
で
、

共
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 

 
 

秋季彼岸号 

 

 

  8/13  門池で花火   今年は各地の夏祭り花火大会が中止となりました。 

花火師さんや有志がサプライズで打ち上げてくれた花火です。人混みを避けるため事前の 

公表はできませんでした。わずか 5分くらいでしたが目の前の花火に感動しました。 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

九
月 

○
道
了
講 

 
 

1
日 

○
勝
又
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

5
日 

○
地
蔵
講 

 
 
 
 
 

15
日 

○
檀
信
徒
・
ペ
ッ
ト
彼
岸
供
養
会 

20
日 

○
木
下
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

27
日 

○
中
村
家
ご
法
事 

十
月 

○
諏
訪
部
家
ご
法
事 

 

3
日 

○
印
章
供
養
祭 

 
 

4
日 

○
道
了
講 

 
 
 
 
 

6
日 

○
大
川
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

10
日 

○
盛
家
ご
法
事 

 

○
岡
部
家
ご
法
事 

 
 

18
日 

○
地
蔵
講 

 
 
 
 

 
 
 
 

20
日 

十
一
月 

 
 
 

○
道
了
講 

 
 

4
日 

○
土
井
家
ご
法
事 

 
 

22
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

11
月
席 

 
 

休
会
し
ま
す 

○
地
蔵
講 

 
 
 
 
 

 

17
日 

               

【
住
職･

寺
族
】 

十
一
月 

○
板
橋
禅
師
本
葬
儀 

 

10
日 

○
文
明
寺
晋
山
式 

 
 
 
 
  

27
・
28
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

 
 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

休
講 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
じ
ぞ
う
寄
席
と
や
す
ら
ぎ
大
学
（
法
話
の
会
）
は
暫
く
お

休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
朝 

 
 

7
時
30
分 

                 

□
檀
家
の
皆
さ
ん
の
お
塔
婆
に
つ
い
て 

八
月
十
六
日
の
施
食
会
に
お
い
で
に
な
ら
な
か
っ
た
方

の
「
○
○
家
先
祖
代
々
之
霊
位
」
の
お
塔
婆
が
お
寺
に
あ

り
ま
す
。
お
彼
岸
ま
で
に
墓
地
に
お
建
て
下
さ
い
。 

住
職 

合
掌 

【
後
記
】 

ご
朱
印
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
寺
族
が
可
愛
い
地
蔵
尊

を
描
い
た
と
こ
ろ
、
ブ
ロ
グ
に
載
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が

い
て
来
訪
が
増
え
ま
し
た
。
情
報
力
は
す
ご
い
と
と
も
に

有
難
い
で
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
三
明
寺
の
御
朱
印
帳

が
二
種
類
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
お
地
蔵
さ
ま
と
不
動
尊

で
す
。
限
定
100
冊
、
天
竜
杉
の
木
製
台
紙
で
す
（
Ｓ
・
Ｏ
） 

 
 

手
洗
い
う
が
い
で
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
っ
た
こ
と
。

マ
ス
ク
で
日
焼
け
予
防
が
で
き
る
こ
と
。
研
修
や
会
議
が

減
り
寺
の
仕
事
が
で
き
る
こ
と
。
家
で
の
食
事
が
増
え
野

菜
を
多
く
摂
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
漂
白
材
を
毎
回
使

い
湯
の
み
が
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
。
以
前
と
違
う
目
線

で
拭
き
掃
除
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
通
信
ス
キ

ル
が
広
が
っ
た
こ
と
。
住
職
の
帰
宅
が
早
く
な
っ
た
こ
と
。

健
康
、
家
族
の
存
在
、
で
き
る
仕
事
に
感
謝
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
で

き
た
こ
と
。
こ
の
半
年
の
変
化
で
す
（
H
）

令
和
二
年
九
月
一
日 

第
七
十
六
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

剛
嶽
山
三
明
禅
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com
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 新盆供養 7/５  ペット盆供養 7/５  お盆の合同供養 7/12.15  8/12.15   

会場制限をさせていただきましたが、ご協力ありがとうございました 

お参りに来ていたｽﾘﾗﾝｶ人 熱心な仏教徒です 御朱印巡りの方々と 

お寺に咲いたハスの花 
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  梅花講による御詠歌  

三明寺の夏 

例年は近隣の僧侶にお手伝いいただきますが、 
弟子が 3人で行いました 

 

  屋外での祭典行事は中止としましたが、本堂内で総会と施食会先祖供養をおこないました 

檀信徒総会と地蔵盆施食会 8/16   

檀信徒総会 役員さんを中心に執り行いました 

 

受付やポン菓子を作ってくれる役員さんの中には施食会行事に初めて参加した方もいます 


